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地区防災計画の一事例 

 

｢安渡町内会津波防災計画づくり検討会｣ 
の取り組み 

｢地区防災計画｣策定の体制と調査 



大槌町安渡の被害 



大槌町安渡の被害 

佐々木慶一さん（現・安渡町内会長）提供写真 



大槌町安渡の被害 

野坂真,2013,｢大槌町安渡(1)－過疎･高齢化する津波被災地の地域生活の再生とは－｣, 
 浦野正樹他著『津波被災地の500日－大槌･石巻･釜石にみる暮らし復興への困難な歩み』, 
 早稲田大学出版部 



安渡の防災活動 

安渡2丁目町内会・自主防災事業部(2005) 

 

・佐藤稲満(前･町内会長)さんの記憶と信念 

 「高台に避難(行動)するだけじゃダメ + 避難所(生活)」 
          ～1933(昭8)･母の記憶と言い伝え(乳児の死亡)～ 

 

・避難訓練4回/年 

 (with 消防団+消防署+警察+保育所+役場) 



安渡の防災活動 

平成22年11月：福祉課と要支援者マップ作成 

          2丁目17班でワークショップ 

           

平成23年度：17班への説明開始(予定） 

         直前に津波 

 

・「一番先に避難してきたのは保育所、訓練通り！」 

・「いつも訓練に参加している98歳の婆ちゃん。 

          昭和8年の津波を知っている婆ちゃんが、 

          ステッキカート押して一番早く避難した。 

      自分の娘夫婦は亡くなってるんだから…」 



調査で分かってきたこと 消防団災害 

  …かつてない大きな地震を経験した我々第二分団員は、津
波襲来を直感し地震が収まらないうちに、自宅や職場からそ
れぞれ水門扉門の閉鎖に急行しました。 

  15時04分管轄地区内の水門扉門の閉鎖を完了し、その後、
避難誘導等、次の任務に散って行きました。 

  停電で屯所のサイレンが吹鳴出来なくなり半鐘を乱打してい
た団員、防潮堤上から海側の逃げ遅れ者の確認誘導をして
いた団員、屯所に参集途上だった団員、屯所付近で避難誘
導をしていた団員、寝たきり者の救助活動をしていた団員が、
15時20分過ぎに防潮堤を越流した大津波に呑みこまれ、11
名の仲間が帰らぬ人となってしまいました。 

  11名の仲間達には、逃げてもらいたかった、生きて又一緒
に活動したかったと強く思いますが、我々消防団員は災害現
場で逃げない人や逃げられない人が居れば、自らも逃げら
れないのです。そんなジレンマと闘いながら全国の消防団員
は災害から国民を守っているのです。   （小国峰男,2012)                      



消防団災害 

水門しめたら 海面監視 

  →       屯所待機 

  →       高台移動 

                 （≠高台避難） 

 



調査で分かってきたこと 消防団災害 

大津波警報→避難誘導    ではなく、実際は…、 

 

大津波警報→捜索→説得→梱包→搬送→被災 

                   こすばる老人 

         この家の中、誰かいるか？ 

                      私、逃げない！ もう諦めている！ 

                             位牌、薬、めがね、ラジオ… 

                                    負ぶって… 

 

大きな揺れを感じたら（大津波警報が出たら）玄関先まででてきておいて欲しい 



体制と調査と成果  大槌町安渡 
2011.10     避難行動等のヒヤリング 

2012.04 安渡町内会誕生(1～3丁目の合併) 

2012.06 安渡地区防災計画づくり検討会の設置 

2012.09     生存者への避難行動等アンケート 

2013.01     安渡地区死亡状況調査 

2013.04        安渡町内会津波防災計画(案)、報告 

2013.08 安渡町内会･大槌町懇談会 

2013.10        安渡地区津波防災計画、策定 

2014.03 ①安渡町内会･大槌町合同防災訓練／検証会議 

              大槌町地域防災計画(資料編に掲載) 

           大槌町東日本大震災検証報告書 

2014.09     生きた証プロジェクト 

2015.03 ②安渡町内会･大槌町合同防災訓練／検証会議 

              国連防災世界会議・報告 



大槌町安渡の取り組み 





大槌町安渡の取り組み 

通常の防災計画 

       ← 被害想定に基づく 

 

安渡の防災計画 

       ← 実被害に基づく 

           記憶･後悔の記録化･教訓化 

           定石から一歩踏み込んで！ 



大槌町安渡の取り組み 



大槌町安渡の取り組み(検討会) 



大槌町安渡の取り組み(検討会) 



大槌町安渡の取り組み(検討会) 



大槌町安渡の取り組み(検討会) 



2012.09 生存者への避難行動等アンケート 

の知見 

◇地区住民の多くは、早く避難を開始していた 

  ← 居場所が危険であることを認知していた 

◇しかし、避難場所への到着が遅れた 

  ← 過去の経験から｢想定外｣による油断 

◇避難開始が遅れた理由 

   ｢道路渋滞｣     ｢家族の安否確認｣ 
   ｢要援護者の家族｣ ｢低地への再入場｣ 
   ｢要援護者支援｣ 
 
生存者対象アンケの限界＝犠牲者死亡状況調査の必要性！ 



2012.09 生存者への避難行動等アンケート 

の知見 

◇自動車による避難のあり方について要検討 

   ・おんぶ／車椅子／リヤカー／軽トラ… 

◇避難場所で｢低地への再入場｣抑止ルール 

◇要援護者支援のルールを ! 

     ・要援護者の事前登録 

     ・無線機の携帯 

     ・支援時間･支援内容の限定 



2012.09 生存者への避難行動等アンケート 

の知見 

自助･共助のあり方の試案 

 ・率先避難／声かけの啓発(同伴避難) 

 ・家族･事業所等、諸集団レベルの避難計画 

 ・防災教育(特に、自助の啓発) 

 ・語り部／教訓記録･伝承 

 ・要援護者サイドのできる限りの自助を基本 

 



2014.03.02 合同防災訓練 



2014.03.02 合同防災訓練 



2014.03.02 合同防災訓練 

｢こすばる｣老人 

     →消防団災害 

 

 ・実際は誘導ではなく 

 

 ・捜索･説得･梱包･搬送 



大槌町安渡の取り組み(懇談会) 

懇談会：2013.8.1～ 

 

安渡町内会｢7つの要望｣の懇談の場 



大槌町安渡の取り組み(懇談会) 

懇談会：2013.8.1～ 安渡町内会｢7つの要望｣の懇談の場 

①コミュニティ施設(防災機能充実) 

②車避難･災害時要援護者支援のための避難場所･
避難路整備 

③町内会･町役場の情報連絡体制 

④災害時要援護者支援対策 

⑤避難所開設運営における町内会の権限 

⑥医療救護･保健衛生面の支援 

⑦町内会の防災教育･啓発活動への支援 

 



生きた証プロジェクト 



生きた証プロジェクト 

Ⅰ.基本情報 

Ⅱ.死亡状況 

Ⅲ.人となり 



生きた証プロジェクト 



生きた証プロジェクト 



生きた証プロジェクト 
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